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法改正を踏まえた複数の対象障害種に変更した特別支援学校の状況

（新設校を含む集計） 

 

平成１９年度から 平成２０年度から 平成２１年度から 平成２２年度から

２４校 ３０校 １９校 ３０校 

（注：法改正施行（平成 19 年 4 月 1 日）前に旧養護学校において複数

の障害を教育の対象としていたものが、上とは別に７３校ある。） 

   
【都道府県･市区毎の状況】 

北海道 肢 → 肢・病 １校 （H20）  

青森県 肢 → 知・肢 １校 （H19）  

聴 
岩手県 

病 
→ 聴・知・肢・病 １校 （H20） ※統合 

秋田県 知 → 知・病 １校 （H22）  

茨城県   知・肢 １校 （H19） ※新設校 

知 → 知・病 １校 （H19）  
栃木県 

知・病 → 知・肢・病 １校 （H22）  

  知・肢 １校 （H22） ※新設校 
埼玉県 

知 → 知・病 １校 （H20）  

知 → 知・病 ２校 （H19）  

肢 → 知・肢 ２校 （H19）  千葉県 

肢 → 肢・病 １校 （H19）  

視 

知 
→ 視・知 １校 （H22） ※統合 

知 → 知・肢 １校 （H21）  

肢 → 知・肢 １校 （H19）  

東京都 

 → 知・肢 １校 （H21） ※新設校 

神奈川県   知・肢 １校 （H22） ※新設校 

新潟県 聴 → 聴・知 ２校 （H22）  

視 → 視・病 １校 （H22） ※病は高等部のみ 

聴 → 聴・知 ２校 （H22） ※知は高等部のみ 

知 → 知・肢 ２校 （H20）  
富山県 

肢 → 知・肢 １校 （H20） ※知は高等部のみ 

肢 
石川県 

知 
→ 知・肢 １校 （H22） ※統合 

山梨県 知 → 知・肢 １校 （H20）  

長野県 肢 → 知・肢 １校 （H19）  

  知・肢・病 ２校 （H20） ※新設校 

  知・肢・病 １校 （H21） ※新設校 岐阜県 

病 → 知・肢・病 １校 （H22）  

三重県 肢 → 知・肢 １校 （H20）  

知 → 知・肢 １校 （H20）  
滋賀県 

肢 → 知・肢 １校 （H20）  

京都府   知・肢 １校 （H22） ※新設校 
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聴 → 聴・知 １校 （H20）  

肢 → 知・肢 １校 （H20）  

肢 → 知・肢 １校 （H22）  

病 → 知・病 １校 （H20）  

兵庫県 

肢 → 知・肢 １校 （H21）  

和歌山県 知 → 聴・知 １校 （H20）  

島根県 知 → 知・病 １校 （H22）  

 肢 → 肢・病 １校 （H22）  

広島県 聴 → 聴・知 １校 （H22）  

肢・病 → 知・肢・病 １校 （H19）  
徳島県 

病 → 肢・病 １校 （H19）  

聴 
愛媛県 

知 
→ 聴・知 １校 （H21） ※統合 

視 → 視・聴・知・肢・病 １校 （H20）  

聴 → 視・聴・知・肢・病 １校 （H20）  

知 → 視・聴・知・肢・病 ７校 （H20）  

肢 → 視・聴・知・肢・病 ２校 （H20）  

山口県 

病 → 視・聴・知・肢・病 １校 （H20）  

視 → 視・肢・病 １校 （H22）  

知 → 知・肢 １校 （H22）  福岡県 

  知・病 １校 （H22） ※新設校 

知 → 知・肢 １校 （H19）  

肢 → 肢・病 １校 （H19）  長崎県 

病 → 肢・病 １校 （H19）  

 → 知・肢 １校 （H19） ※新設校 
佐賀県 

病 → 知・病 １校 （H21）  

熊本県 肢 → 知・肢 １校 （H20） ※知は高等部のみ 

視 → 視・知 １校 （H21）  

知 → 知・肢 ９校 （H21）  大分県 

肢 → 肢・病 １校 （H22）  

知 → 知・肢 ３校 （H22）  
宮崎県 

病 → 知・肢 １校 （H22）  

知 → 知・肢 ６校 （H19）  

肢 → 知・肢 １校 （H22）  

病 → 肢・病 １校 （H19）  
鹿児島県 

知・病 → 知・病・肢 １校 （H19）  

知 → 視・聴・知・肢・病 ２校 （H22）  

知 → 知・肢 １校 （H22）  沖縄県 

肢 → 肢・病 １校 （H22）  

大阪市 肢 → 肢・病 ３校 （H21）  

福岡市 病 → 知・病 １校 （H20）  

 
※ 視：視覚障害、聴：聴覚障害、知：知的障害、肢：肢体不自由、病：病弱 

※ 分校は本校に含めて計上 

（文部科学省特別支援教育課調べ） 


